
第 4 回例題    テキストは四谷大塚でお買い求めください。 

 

百分率では 100%が 1 の長さなので，1%は全体の
1

100
(0.01)にあたる。 

歩合では 10割が 1 の長さなので，1 割は全体の
1

10
(0.1)にあたる。 

 
ア・・1 割 イ・・1% ウ・・0.001 

 

一般的に割合は 

 
部分

全体
です。 

 
𝑎

𝑏
=a÷b なので 

部分÷全体 を

小数にしたあと

に%か歩合で表し

ます。 

また，日本語では 

 
～は（部分）

～の（全体）
 のパ

ターンになります。 

分からない所を□にして指で

かくす。 

残ったお金の割合は上の図より 

1-0.45=0.55 

1200円 



 

本全体のページ数を 1 とします。 



 

 

（解３）2 つ目の「もとにする量」を分数を使わないで図で表す方法です。 

 

60 ページ 



 

（解２）例題５の（解３）の方法 

 1 =
7

7
 なので７等分します，  

４山が 520 円より， 

1 山は(520÷4=)130円 

1 は 7 山なので 

130x7=910 円 

上の図も同様に， 

①を５等分した３が 1050 円と考

えます。 

 

３山が 1050 円なので， 

1 山は(1050÷3=)350 円 

①は 5 山なので 

350x5=1750 円 

 

 

 

 



 

はじめの全体を①，１回目の残りを 1 とすると 

下の図のようになります。 

ここで，いままでの例題で学習してきた裏

技を使います。 

３等分した

図をかく 

 

２回目も「もとにする量」を

図にするとこんなにスッキリ 

 

 



 

下のやり方で 18枚をだしてみよう。 

 

1 山は(12÷2=)6 

①は３山なので，６ｘ３＝１８枚 

 16枚も左の方法でできます。 

ここからスタートです。 

最後にＡ,Ｂ,Ｃが持っている枚数はそれぞれ 

  36÷3=12 枚 

まず，Ａのはじめに持っていた数を①として

図にすると， 

 

 

次に B を考えます。 

Aから６枚もらった後の Bの枚数を 1 とす

ると， 


